
 

 

園目標  「げんきで なかよく たくましく」 
重点目標 「遊びを楽しむ子」「思いを伝え合う子」「心も体も健康な子」 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

領域 評価項目 
評

価 

重点目標 

１ 
遊びを楽しむ子 

・友達のよさを認め合い、友達と関わりなが
ら遊びを楽しめるようにしているか。 

Ａ 

２ 
思いを伝え合う子 

・相手にも思いがあることに気付けるような
環境をつくっているか。 

A 

３ 
心も体も健康な子 
・元気よく登園し、進んで挨拶ができるよう
にしているか。 

A 

こども園に 

おける 

教育・保育 

４ 
発達の連続性を考慮した教育及び保育 
・個々の発達や経験の差を把握・理解し、適
切な援助を繰り返し行っているか。 

Ａ 

５ 

多様性への配慮 
・個々の生活リズムの違いを踏まえ、安心し

て穏やかな気持ちで過ごせるようにしてい
るか。 

Ａ 

６ 

環境を通して行う教育及び保育 

・友達や保育教諭等と一緒に繰り返し活動す
る中で、遊びが広がるような環境を構成し
ているか。 

Ａ 

安全管理・ 

指導 
７ 

事故防止と防災 
・緊急時の対応を身に付けるような経験を 

させているか。 

Ａ 

保健管理・ 

指導 
８ 

健康教育の充実 
・日常の健康観察や疾病予防、アレルギー対

策のための取り組みが行われているか。 

Ａ 

特別支援 9 

支援体制づくりの推進 

・個々の状況に応じた支援方法を職員間で 
共有し、家庭と連携を取りながら、指導に
あたっているか。 

Ａ 

組織運営 10 

教育・保育の改善 
・全職員が組織の一員として運営に参画する
ことを意識し、改善に向けて取り組んでい

るか。 

Ａ 

研修体制 11 

研修の充実 

・伊豆市の目標や園の研修テーマに向けて共
通理解をもち、成果と課題を明らかにしな
がら取り組んでいるか。 

A 

教育・保育

環境の整備 
12 

安全な環境づくり 
・定期的に安全点検を実施し、施設の不備を
改善しているか。 

Ａ 

家庭との 

連携・協力 
13 

家庭との連携・協力 
・家庭や地域へ分かりやすい情報発信をして

いるか。 

Ａ 

学校との 

連携・協力 
14 

近隣学校との連携・推進 
・土肥小中一貫校や土肥分校との連携が円滑

に行われているか。 

Ａ 

地域との 

連携・協力 
15 

地域との連携・信頼される園づくり 

・地域機関や自然を指導計画の中に位置付け、
活用しているか。 
（地域の特徴を活かした保育の展開） 

・子育て支援等を実施し、開かれた園づくり
をしているか。 

Ａ 

５月に園評価委員会を行い、その後園からの便り（園・

クラス・行事だより等）を配布して、２月上旬に最後の

委員会を行いました。 

 保護者の評価と職員の自己評価をまとめ、提示し、評

価者の皆様から、園運営全般、子どもの活動の様子、保

育者の指導方法等への貴重なご意見とともに総括的評

価をしていただきました。来年度の教育課程編成に活か

していきたいと思います。評価結果は右表のとおりで

す。 

今年度は、研修テーマである『共感力』を意識し、子

どもたちの思いを言語化したり、つぶやきを拾って遊び

を広げたりしていくことで、友達のしていることに興味

をもち「いいね」「すごいね」などと共感する姿が多く

みられるようになりました。 

また、土肥の豊かな自然（白びわ、海、シーグラス、

土肥桜など）と地域の方々と触れ合うことで、故郷のよ

さを認識するきっかけとなったと思います。 

今後も地域の皆様に温かく見守っていただきながら、

子どもたちの育ちを支えていきたいと思っています。 

よろしくお願いします。 

 

 

 

令和６ 土肥こども園教育活動への評価（園関係者評価） 

令和7年３月 

Ａ 達成している      Ｂ 概ね達成している 

Ｃ あまり達成していない Ｄ 達成していない 

「園関係者評価者様からのご意見等」 

○職員の一年間の取り組みが、保護者アンケートの回収

率や高評価に繋がっていると思う。 

（年間回収率 90％） 

〇一貫校との連携、研修では、「育てたい 10 の姿」を

意識して、学びの連続性をどうしていくのかが課題だ

と思う。 

〇「育てたい 10 の姿」について、保護者の方はどのよ

うに意識しているのか。（伝えているのか） 

〇一年一年楽しみに通う姿が見られた。園に預けてよか

ったと思っている。土肥こども園はとてもよい園だと

思う。 

〇地域との関わりもある。土肥のよさをさらに探してほ

しい。 

「来年度に向けて（今後の改善方策）」 

・小規模園の特性を活かし、クラス内での関わりだけで

なく、職員間での情報共有と共通理解のもとに異年齢

児と自然な関わりがもてる場や、子ども同士が思いを

伝え合える環境の工夫をしていきます。 

・子どもの心に共感すると共に、保護者のご意見も真摯

に受け止めながら、保護者への寄り添い、共感に努め

ていきたいと思います。また、「育てたい 10 の姿」

について、具体的に保護者に伝えていきます。 

・今後も土肥の自然や地域とのつながりをさらに活か

しながら、子どもと保護者と職員の笑顔あふれる土肥

こども園を目指して「チーム土肥」で取り組んでいき

たいと思います。 
＊園にいただいたご意見等をお知らせしますが、今回は
ありませんでした。今後も皆様からのご意見を大切に
受け止め、よりよい園づくりをしていきます。 

土肥こども園 マスコット 

キャラクター「しろびー」 

 


